
会長の議員さんに突撃インタビュー （3） 

－牧田秀憲県議（26 期卒）の岐阜県庁議会棟の案内－ 

1． 牧田秀憲氏の略歴 

こんにちは、岐阜東高等学校同窓会会長の坂井至通（12 期卒）です。今回は、岐阜県議

会議員の牧田秀憲氏（26 期卒）に岐阜県庁議会棟を案内してもらいました。 

牧田氏は、令和 5 年 4 月 9 日の県議会（美濃加茂市）に初挑戦し見事当選されました。

それまでは、美濃加茂市議会議員を 6 期（所属会派は自民岐阜、所属委員会は総務委員会）

勤められた、県議 1 期生（選挙区は美濃加茂市）です。所属会派は県政自民クラブ、所属

委員会は厚生環境委員会です。 

今回のインタビューは、2023年 8月 2日に新しくなった岐阜県庁を訪問し、新庁舎と議

会棟を見学してきました。折角の機会なので、松岡甲二さん（12 期卒）と福手一義さん

（10 期卒）も同行しました。 

 

JR 西岐阜駅から南（約 1Km） 岐阜県新庁舎・議会棟案内図 

 

２．「新岐阜県庁の議会棟」について 

56 年ぶりに建て替えられた岐阜県庁の新庁舎（5 代目）が完成し、2022 年 12 月 16 日

にミナモホールで行われた式には、来賓や工事関係者など約 500 名が出席し、完成を祝い

ました。古田知事は、「これまで以上の県民サービス、行政サービスを提供することはも

ちろん、すべての県民の皆さんに使っていただき、新しい未来を次の世代に伝えていく場

にしたい」と期待を寄せました。（岐阜県庁ホームページより） 

新庁舎は、地上 21 階、高さ 106m の行政棟と、地上 6 階、高さ 32m の議会棟で構成さ



れ、災害対策の中枢拠点となるよう通常の建築物の 1.5 倍にあたる耐震性を確保していま

す。すべての照明を LED 化されているほか、地熱や太陽光の活用などにより環境負荷や

ライフサイクルの低減が図られています。エントランスにある受付カウンターは、岐阜県

産桧材を使用した、飛騨の工匠があみ出したとされる千鳥格子の秘法で組まれているそう

です。外壁には県産タイル、内装にはヒノキをはじめとする県産材や美濃和紙などをふん

だんに使用しています。1～3 階、20 階はどなたでも自由に見学ができ、食堂や売店など

も利用できるようになっています。「清流ロビー」の床材は素焼きの美濃焼きタイルが採

用されており、素朴で自然な風合いが演出されています見学は午前 8時 30分から午後 5時

15 分まで（土曜日、日曜日、祝日、休日、年末年始（12 月 29 日から 1 月 3 日）を除く）

誰でも見学が出来ます。 

岐阜県新議会棟         岐阜県新庁舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新県庁をじっと見守る武藤嘉門氏の銅像 



1 階のホワイエには高山市の左官・挾土秀平さんの作品「岐阜に舞う」を展示し、同じ

く GALLERY GIFU には、県内の地場産品や伝統的工芸品を展示したり、自然、文化、匠

の技など岐阜の魅力を紹介する映像を放映したりしています。新庁舎での執務は、2023年

1 月 4 日に開庁した岐阜県庁の新たな議会棟で 1 月 22 日に、初めてとなる県議会が開か

れ、一般会計の総額で 8897 億円と過去最大の規模となる新年度の当初予算案や今年度の

補正予算案など計 50 の議案が提出されました。（担当：県庁舎開設準備課） 

  岐阜県庁旧庁舎       新庁舎の志野焼のレリーフ 

 

３．『清流ロビー（20 階の展望フロアー）』について 

 何とかは高いところに登りたがる、との例に漏れず、20 階に設置された展望フロア『清

流ロビー』に案内して貰いました。 

全面ガラス張りになった『清流ロビー』からは、岐阜の自然や街並みを一望でき、約 90

メートルの高さから 360 度見渡せる景色は圧巻でした。少し曇っていましたが、東側には

前一色山、岐阜総合医療センターが見えてこの辺りに母校が在るはずです。各務原市の苧

ヶ瀬街道から木曽川沿いの伊木山、犬山、尾張富士、遠くに恵那山が在ります。木曽川上

流には美濃加茂市、多治見市、瑞浪市、恵那市、中津川市抜け得る中山道が走ります。南

側には羽島郡岐南町、笠松町、羽島市が見え、遠くには名古屋駅前のビル群が手に取るよ

うに見えています。西側には伊吹山、金生山、池田山がくっきり見え、揖斐川沿いに揖斐

川町、池田町や大垣市、そして安八町輪之内町海津町があります。北側には遠くに能郷白



山から糸貫川が流れる本巣市、そして足元には岐阜市街や金華山はもちろん百々峰が在り、

その向こうは関市、美濃市そして郡上市です。眼下に流れる長良川には長良橋、金華橋、

忠節橋、鏡島大橋が一望出来ます。岐阜駅前の岐阜シティ・タワー43 とはまた違った眺望

です。機会があれば、子供さん連れで是非この大パノラマを楽しんでください。 

 

４．「議会棟」の見学に行ってみましょう。 

2 階の会議室前には、明治末期からステンドグラス製作者として活躍した木内真太郎氏

が美濃の風景を表現した作品が展示されています。元々、岐阜市司町にあった県庁舎に設

置され、その後、旧県議会議事堂の応接室に移されたものを再度移設したものとなります。

とても美しい色合いに目を奪われます。また 1 階のエントランスにはタイル壁があり、3

種類の形状の岐阜県産タイルを組み合わせて清流をイメージしています。同階にある情報

コーナーでは、県産ヒノキを 9 センチ角にカットした木格子天井を見ることができます。 

牧田県会議員の取り計らいで。県議会事務局の係

員の方に案内してい頂き議事場を拝見できました。

2023 年 3 月には、初めてとなる県議会が開かれる

のに先立って議長が「岐阜県のますますの発展、県

民の幸せを祈念するとともに県議会のさらなるかっ

たつな議論と飛躍をここに誓います」と宣言された

そうです。議事場には新たに手話通訳が表示される

モニターが設置されたほか、親子向けの傍聴室や車

いすで傍聴できるスペースが設けられています。牧

田県会議員の席は最前列で、9 月の定例議会で質問

をされるようで、現在準備中のことでした。二階の

一般見学も可能なので機会を見つけて議会の様子を

お伝えしたいと思います。 

一方、令和 5 年 4 月 26 日には『地方自治法の一

部を改正する法律（法律第 19 号）』に成立し、令和

5 年 5 月 8 日に公布されました。地方議会の役割お

よび議員の職務の明確化等について地方自治法の改正も謳われています。①地方議会の役

割および議員の職務等の明確化では、多様な層の住民の地方議会への参画が主権者から遠

く離れていたことや、地方議会の役割や目的、財政支出、議員の職務等が合間な点が多く、

法律で明確にする等に改正されました。また、②請願書の提出等のオンライン化（これま

では情報通信技術を活用した行政の手続きはオンラインでは出来ませんでした。）進んで

おらず、煩雑な事務手続きをオンラインすることによって、いち早く事務手続きを効率化

するのが目的です。地方自治を身近なものとし、我々の意見を岐阜県政に反映させていく

ためにも、牧田県会議員との連携を深めたいものです。 



 

 

５．どなたでも利用できる「職員食堂」 

新庁舎 2 階には「職員食堂」が在り、県庁が開庁している平日の 11:30～14:00（オーダ

ーストップ 13:45）に営業しています。職員や議員のほか、どなたでも利用することが

できます。食堂のメニューは日替わり定食が毎日 4 種類並べられ、岐阜県産の食材を使っ

たメニューもラインナップすることがあるそうです。食券を購入するタイプで、入口にそ

の日のメニューボードが出ているので、食券を買ってセルフ式のカウンターへ行きます。  

自分の好きな小鉢 2 つと A・B 定食にはさらにお味噌汁、ごはんがつきます。どれも、

490 円とお値打ちの定食でずいぶん好評だそうです。手前の発券機は現金のみですが、奥

の発券機はペイペイなどの電子マネーが使えるようになっています。量はやや控えめで、

個人的に、腹七分目くらいで、もう 1 品ほしいなと感じる量ですが、それでも、490 円で

これだけのクオリティーなのは嬉しいです。我々は初めてで様子が分からず 380 円の味噌

ラーメンを食べてきました。お茶はセルフサービスで、どのメニューを選んでも、1 番右

に並んで料理を取ります。ご飯を取ってから定食を注文した人は、小鉢と赤だしを取りま

す。小鉢は、自分の好きな物を 2種類選べます。 

食事が終わったら、返却口に食器を持っていきます。それぞれ、箸・スプーン・お椀・

皿と食器を置いていきます。レストランなどは、トレーの上に食器を置いたまま返却口に

置いておけばいいところが多いですが、ここでは、トレーを空にして返却します。 



 

      食堂は広い          受け取りカウンター 

 

６．まとめ 

私事で恐縮しますが、坂井至通（12 期卒）は大学を卒業後、岐阜県庁に奉職し研究職畑

（衛生行政・森林環境行政）で 37 年間も調査研究の仕事をしてきました。主に岐阜県衛

生研究所（岐阜市）で 24 年間を「医薬品の品質と安全性」の研究に、岐阜県森林研究所

（美濃市）で 10 年間「絶滅危惧種・森林資源・きのこ栽培」の研究に、最後の 3 年間は

古巣の岐阜県保健環境研究所（各務原市）に所長で戻り、3 年間は「新型鳥インフルエン

ザ感染症・福島原発事故による牛肉の放射能汚染」など行政施策的な研究に従事しました。

新型鳥インフルや飛騨牛放射能汚染では、新庁舎の西隣に在る旧岐阜県庁には何度も打ち

合わせに行きました。現在も残っており、大変懐かしく思いました。 

そして退職してほぼ 10 年経った今、新築の岐阜県庁に初めての訪問となりました。新

しく立派になった県庁を訪れ感無量でした。この様な機会を与えてくださった牧田県会議

員には感謝の気持ちで一杯です。これからの牧田県会議員の岐阜県政へのご活躍や議会で

の質問等については、これからも何回かインタビューをして行きたいと思っていますので、

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

（記 坂井至通 12 期卒 ） 

 

 


